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ーチは、ITインフラの適切な統合

とリソースプール化を実現し、必要

なときに必要なだけ利用できる、コ

スト的にも優れたクラウドインフラ

基盤を作ることになります。」と、

EMCジャパンのマーケティング本

部プロダクトマーケティング部の中

野逸子部長は語る。

ITインフラの統合・プール化に

は、サーバ仮想化技術に加え、デー

タの効率的な保存と利用の効率化を

実現するストレージ技術は不可欠

だ。EMCでは、情報の価値に応じ

て適材適所のストレージを使い分け

る、ストレージの階層を自動化する

革新的技術「 F A S T（ F u l l y

Automated Store Tiring）」を2009

年末に市場投入する。

現在も、E M Cでは仮想 L U N

（Logical Unit Number）移行技術

によって、安価なSATA、ファイバ

ーチャネル、メモリを利用した高パ

フォーマンス、省電力のフラッシュ

ドライブ（E F D： E n t e r p r i s e

Flash Drive）という各階層間を、

アクセスを継続したまま（データ保

護、レプリケーション、アプリケー

ションの可用性は無停止）、データ

移動を無停止で行え、変化に対応し

た保存階層の最適化を実現してい

る。さらに自動階層化FASTにより、

ビジネスポリシー、予測モデル、リ

アルタイムアクセスのパターンに基

づき、自動的にサービスレベルとコ

スト効果を最適化することができ

情報インフラの維持管理コスト抑

制や事業環境変化への迅速な対応な

ど、ユーザー企業がクラウドに寄せ

る期待が大きい中、EMCでは情報

インフラストラクチャと仮想インフ

ラストラクチャの２つの戦略を統合

し、効率的な仮想化を実現する製品

と包括的なサービスの提供によっ

て、クラウドのインフラ基盤構築を

支援する。

「サーバとストレージの最新仮想

化技術を核にしたEMCソリューシ

ョンによって、ユーザー企業はコス

ト負担を最小化しながら情報インフ

ラの全体最適を実現することが可能

になります。この全体最適のアプロ

従来 

ストレージ 

サーバ 

・削減率ＵＰ 
・機能ＵＰ 
・サービス・レベルＵＰ 

サーバコスト削減 

EMC+VMWare

ストレージコスト削減 
統合・プール化 
（自動）階層化 
容量の仮想化 

減量 

ドライブ数を28％削減し設置面積削減 
電力/冷却コストを21%削減 
しかも 
ドライブ合計のIOPSが60%向上 

  購入コスト 
17%減 

55 TB

300 GB 
ファイバー 
チャネル 
244ドライブ 

55 TB

300 GB
ファイバーチャネル 
136ドライブ 

73GBフラッシュドライブ 
8ドライブ  

1 TB SATA 
32ドライブ 

同容量（ユーザー容量－RAID 3 +1で換算）例 

ワークロードに応じて 
各階層間でデータを無停止 
で移動可能（仮想LUN移行） 
↓ 
自動最適化を実現（自動階 
層化：FAST） 

図1 VMwareとEMCによる効率化 図2 階層化ストレージの効果

ITインフラの全体最適に向け注力するEMC。ユーザー企業のクラウドコンピューティングに寄せる期待が高まる中、サ
ーバ及びストレージの最新仮想化技術を核に、高信頼で効率化を追求したクラウドインフラを構成する“EMC＋VMware”
ソリューションを提供している。

http://www.bcm.co.jp/


る。無駄なハードウェア投資を抑制

するだけでなく、情報インフラの全

体最適を図るうえでの重要なツール

になり得る。

ストレージの利用率を向上させコ

ストを抑制するともに、運用性も向

上させる仮想プロビジョニング（シ

ンプロビジョニング）をEMCは提

供している。これはサーバ、アプリ

ケーションに対して、実装している

以上の容量を仮想的に割り当て、プ

ール化された共通プールが実際に使

用する分だけが物理的な割り当てと

なる技術だ。通常管理者は、将来必

要となる容量を予測してストレージ

の容量、つまり今利用している以上

の過剰な物理ストレージの容量を割

り当ててしまいがちで、ストレージ

コストの増大に加え電力、冷却、設

置面積なども無駄となる。この背景

には、ストレージ増設時にかかる手

間やサーバ側での設定に伴うダウ

ンタイムを回避したいという事情

がある。

仮想プロビジョニングは、必要な

だけ共通プールから実用量を割り当

てることで、利用率を高めるともに、

予めサーバ、アプリケーションサイ

ドには仮想的に必要となる容量を割

り当てることで、サーバ管理者の負

担を回避できる。ストレージ追加操

作も非常に簡素化され、ストレージ

管理者の手間も最小限に抑えること

ができる。

大規模化する仮想化環境の運用管

理を、いかに効率化するかは大きな

課題だ。EMCは、物理と仮想環境を

包含する統合管理ツールとして、

EMC Ionixを提供している。さらに、

EMC CLARiXというミッドレンジス

トレージでは、ストレー

ジ標準にVMwareと連携

する機能を搭載した。ま

たEMCでは、VMware

管理者がストレージの状

況を把握できる E M C

Storage Viewerプラグイ

ンを無償提供している。

仮想化環境では、特

に効率的なデータバッ

クアップが課題となることが多い。

仮想サーバの集約率が高まると、通

常のバックアップでは、ネットワー

クやCPUリソースを長時間消費す

るなど負荷が増大する。このため、

運用の変更や負荷分散のために集約

率の低下を余儀なくされる可能性が

高くなる。

このような仮想環境におけるバッ

クアップの課題を、重複除外によっ

て「Avamar」は解決する。重複除

外とは、データを細分化してデータ

セットに分割し、重複しているデー

タセットは除外する技術だ。この重

複除外により、EMC Avamarでは

バックアップの対象となる量を減ら

すことによって、ハイパーバイザー

動作する物理マシンのCPUやメモ

リ、ネットワークの負荷を劇的に減

らす。なお、仮想マシンごとに実装

するバックアップクライアントは無

償で、さらにコスト削減効果を高め

ることが可能だ。
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図3 ストレージ利用効率を向上する容量の仮想化
（仮想プロビジョニング）
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EMC Avamar でのバックアップ 通常のバックアップ 

事前重複除外は伝送データを最小化し 
物理NICやCPU負荷を最小化する 
－ ネットワークの負荷を最小化 
－ CPU消費もごく短い時間のみ利用 

フルバックアップ時には、複数の仮想マシンが 
ハイパー・バイザー物理NICに負荷をかける 
－ 長時間の負荷が多数のマシンで発生 
－ CPU、NICリソースを消費 

仮想マシンのNIC、CPU使用率は 
バックアップ完了まで高いまま 

負荷上昇 短時間の 
負荷上昇 

事前重複除外によるバックアップ時間の 
短縮がCPU、NICの使用率を最小化 

図4 重複除外技術（EMC Avamar）で仮想化環境のバックアップの課題を解決　
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EMCジャパン㈱
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